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健康経営方針 
当社は、パーパス「生命と健康を守る」のもと、従業員の健康管理を重要な経営課題と位置づけ、持続的な

成長と企業価値向上に向けた「健康経営方針」を定め、推進してまいります。 

従業員一人ひとりが心身ともに健康で、個々の多様性を発揮しながら「いきいきと働くことができる職場環

境」を整備することは、当社の発展のみならず、社会への貢献にも不可欠です。当社は、多様で柔軟な働き方

を促進し、ワーク・ライフ・バランスの実現と働きがいの向上を通じた活力ある組織づくりを目指します。 

＜主な健康経営の取り組み＞ 
～社員の健康は企業の誇り、活気ある職場は社員の健康づくりから～ 

1. 快適な職場づくりと心身の健康サポート 
社員一人ひとりの「こころとからだの健康」が企業の持続的成長の基盤であると考えます。 
安全・安心を最優先とし、誰もがいきいきと最大限のパフォーマンスを発揮できる快適な職場環境づく
りを推進します。 
 
2. 柔軟な働き方とワーク・ライフ・バランスの実現 
多様かつ柔軟な働き方を推進するとともに、労働時間の客観的把握による長時間労働の防止と、有給休
暇の計画的取得を促進し、ワーク・ライフ・バランスの充実を図ります。 
 
3. コミュニケーションの活性化とメンタルヘルス対策 
日常的な声かけや社内コミュニケーションを活性化し、誰もが安心して相談できる心理的安全性の高い
職場を目指します。また、定期的に心の健康状態を把握し、不調の早期発見やケアが行える体制を整え
ることで、メンタルヘルス不調の未然防止と組織的な職場環境改善に努めます。 
 
4. 自律的な健康づくりの支援と疾病予防 
定期健康診断の受診率 100%を維持するとともに、要所見者への二次受診勧奨を徹底します。 
社員のヘルスリテラシーを高め、「自分の健康は自分で守る」という意識のもと、運動・食事・睡眠な
どの主体的な健康づくりに取り組めるよう、会社として積極的に支援します。 

＜健康経営を推進する組織体制＞ 
健康で活力ある会社を目指し、人事部が各所と連携して全社の健康管理全般についての統括を行います。 

また、経営会議等へ定期的に課題や効果を報告し、経営層が主体となって健康経営の質を継続的に向上させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


